
発行日　平成 30年 1月　　発行人　柳澤　謙二　　発行　千曲坂城危険物防火管理協会
編集　千曲坂城消防本部　予防課内　危険物係（協会事務局）

千曲市大字磯部 1221　TEL 026-276-0119　FAX 026-276-9119
E-mail:chikumasakaki@fdcs.or.jp

千 曲 坂 城 危 険 物 防 火 管 理 協 会

ち く ま さ か きNo.15

  【応急手当のできる店・事業所　救命講習開催】
　平成 29年 10月 16日、17日の二日間、千曲坂城消防本部において「応急手当のできる店・事業
所」の普通救命講習会を開催いたしました。毎年、恒例の事業ですが多くの会員の皆様にご参加い
ただきました。
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　平成 30 年の新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
　会員の皆様方におかれましては、日頃から当協会の運営にご
理解とご協力を賜り心から厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、７月に福岡県と大分県を中心
とする九州北部地方において発生した集中豪雨で大きな被害が
発生しました。また、９月、10 月と２つの台風（20 号、21 号）
による大災害も皆様の記憶に新しい事と思います。危険物及び
防火管理に携わる私たちにとって、このような自然災害などを
予知することは非常に難しく、いつ何時発生するかわからない

各種災害に対して、被害を最小限に食い止めることができるよう、危険物の取扱いや管理、防
火管理の遂行をお願いするところであります。
　おかげさまで当協会を置く千曲市・坂城町にあっては、皆様のご理解、ご協力により防火対
象物・危険物施設からの火災、大きな危険物流
出事故の発生もなく、当協会の事業も順調に推
移しております。６月９日飯山市において、第
30 回長野県危険物安全大会が開催され、当協会
から消防庁長官表彰受賞者１名の伝達が行われ、
関東甲信越危険物安全協会連合会長表彰１名、
優良事業所表彰２社、優良取扱者表彰４名が表
彰されました。また、9 月 21 日～ 22 日に東京・
横浜方面の視察研修を行い、調布市の JAXA 航
空宇宙センター等を視察いたしました。10 月に
は、当協会の恒例事業となりました「応急手当
のできる店・事業所」の救命講習会が２日間開
催され、大勢の皆様にご参加いただき受講者全
員が優秀な成績で修了証を授与されましたこと、
大変心強く感じているところであります。
　最後になりましたが、今後とも会員の皆様に
は、特段のご指導、ご支援をお願いいたします
とともに、皆様にとってこの新しい年が佳き年
となりますように心から祈念いたしまして、新
年のご挨拶とさせていただきます。

千曲坂城危険物防火管理協会
　　会　　長　　柳　澤　 謙　二

会 長 あ い さ つ

 千曲坂城消防本部「ポスター展」
最優秀賞

五加小学校４年生　荒牧　友彩さんの作品
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平成29年度受賞者

　平成 29 年度の通常総会が５月 17 日（水）千曲
市総合観光会館において開催されました。議事審議
が行われ、昨年度の事業、決算及び平成 29 年度事業、
予算等が承認されました。また、役員改選が行われ、
新会長に柳澤謙二様（柳屋商事㈱）、新副会長に松
岡行久様（稲荷山温泉㈱杏泉閣）、小平和正様（㈲
中央ホテル）が就任されました。これまで協会の発
展にご尽力いただきました前会長田島光雄様、会員
一同心よりご慰労を申し上げますとともに、今後も
変わらぬご支援をおねがいする次第です。
　総会の席上においては、永年にわたり危険物の取

扱いに関して功績のあった優良事業所と優良危険物取扱者に当協会長表彰が行われるとともに、消
防庁長官表彰、関東甲信越地区及び県表彰の伝達がありました。
　受賞者は下記の方々です｡ おめでとうございました｡

●危険物保安功労者消防庁長官表彰
 ６月５日（月）東京都 ルポール麹町にて
 【危険物保安功労者】
 田　島　光　雄 「前会長 ㈲田島石油」　
　　　　　　　　　　　　　
●関東甲信越地区危険物安全協会連合会長表彰
 ６月９日（金）飯山市 飯山文化交流館なちゅらにて
 【功労者個人】
 柳　澤　謙　二 「柳屋商事株式会社」
　　　　　　　　　　　　　
●長野県危険物安全協会長表彰
 ６月９日（金）飯山市 飯山文化交流館なちゅらにて
 【優良事業所】
 特別養護老人ホーム フランセーズ悠こうしょく
 葛尾組合
 【優良危険物取扱者】
 岡　村　浩　之 「デイリーフーズ株式会社」
 山　嵜　仁　一 「サクラ精機株式会社長野千曲工場」
 河　村　洋　一 「エムケー精工株式会社」
 下　谷　　　誠 「アピックヤマダ株式会社」

通常総会開催平成29年度

※敬称略
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　甲種 防火管理資格取得会議が平成 29 年６
月 8 日～ 9 日（千曲市更埴文化会館）と 10
月 18 日～ 19 日（千曲坂城消防本部）の２
回開催され、計 102 名の方が受講されました。
講習会では、防火管理の意義、制度及び関係
法令の講義から始まり、防火管理対策や各種
消防用設備等の維持管理、地震対策等につい
て学び、２日目には効果測定、模擬の消火器
や屋内消火栓を使用した消火訓練、煙体験訓
練等の実習を行いました。
　効果測定では、受講者全員が優秀な成績を
修め、修了証が交付されました。
　この講習会を受講した皆様が、防火管理者
に選任された際には、お客様や従業員の命を守る「防災の責任者」としてご活躍されることをお祈り申し上げ
ます。

●千曲坂城危険物防火管理協会長表彰
 【優良事業所】
 株式会社青木固研究所
 【優良危険物取扱者】
 仲　條　俊　夫 「株式会社ローリング 長野工場」

甲種 防火管理資格取得講習会・
防火管理者会議の開催

※敬称略
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　平成 29 年 10 月 27 日には、千曲市更埴文化会館（大ホール）において、秋の火災予防運動の主旨の徹底を図
るため防火管理者会議を開催し、188 名の方が出席されました。
　新年を迎え、厳寒となるこの時期は、暖房機器の使用が本格的になるとともに火災の発生危険も増加します。
防火管理者の皆様には、今後もより一層の火災予防に努めていただきたいと思います。

　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、地域の皆様に火災予防思想の一層の普及と火災発生予防の推
進を図ることを目的として毎年11月9日から11月15日の 7日間、全国で秋の火災予防運動が実施されました。
　千曲坂城消防本部では、初日の９日に千曲市と坂城町のキャラクター「あん姫」と「ねずこん」を『一日消
防署長』に任命し、管内５事業所のご理解とご協力を得て、女性従業員の方を派遣していただき、『一日消防士』
として消防業務を体験していただくとともに、火災予防の PR を行っていただきました。
　また、坂城町のミヤリサン製薬株式会社様にご協力をいただき、消防本部との合同消防訓練を実施して事業
所における火災時の初動対応の確認や消防活動の習熟を図ることができました。
ご協力いただいた事業所の皆様、ありがとうございました。

秋の火災予防運動に伴う
各種行事の実施

　国民安全の日（７月１日：安全安心な社会を築くための啓発活動）に併せて、一般家庭の灯油用ホームタンクや
ＬＰガスの安全性を調査・指導する巡回指導を坂城町（坂端・新町）地区において長野県ＬＰガス協会長野支部及
び千曲坂城消防本部と共催で６月 30 日に実施しました。
　ＬＰガスは、巡回指導を実施した住宅すべてにおいて、ガスボンベの転倒防止が施されており、安全に設置され
ていました。ホームタンクは地震などの揺れに対する転倒防止対策 ( 脚部固定等 ) や灯油が漏れた場合の流出防止
対策 ( 防油堤等 ) が施されていない家庭が多く見られました。
　冬期は暖房用燃料として灯油の使用量が増えますが、それに伴って、小分け中にその場を離れたためポリタンク

から灯油があふれ流出したり、経年劣化により腐食し穴の開いた配管等から
灯油が流出するといった事故も多くなります。灯油などの危険物の流出は、
火災が発生する危険性が高くなるのはもちろんのこと、土壌や水質汚染など
も含め広範囲に重大な影響を及ぼします。是非ともこの時期に配管やタンク
周辺の安全確認を行いましょう。
　また、灯油やＬＰガスの販売及び配達業務を行う会員の皆様には、取扱い
の専門家として、顧客の皆様に事故防止のための積極的なアドバイスをお願
いします。

ＬＰガス・灯油タンク巡回指導実施
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　私が勤務している施設では様々な持病を抱えて生活されている方が大勢います。皆様が安心して生活をし
て頂ける様に、緊急時の対応を身に付けたいという気持ちから今回の講習を受講しました。講習では、まず
映像を見ながら急性心筋梗塞や脳卒中の初期症状やＡＥＤの有効性を説明して頂きました。ＡＥＤの使用方
法は４つのグループに分かれ、実技での講習を行いました。皆様もちろん真剣に受講されていましたが、消
防士の方がユーモア溢れる教え方をされ、和やかな雰囲
気での講習でした。教え方はとてもわかりやすく、様々
な実例を基に教えて頂きました。また、こちらからの質
問に対しても迅速丁寧に答えて頂き、消防士の方の知識
や経験の深さを実感しました。
　今回の講習を受けて、実際に救命現場に立ち会った際
はどれだけ冷静に学んだことを実践できるかが大切だと
感じました。もし救命現場に立ち会った時は講習で学ん
だ事を活かし、指示・実践を行いたいと思います。

　千曲坂城危険物防火協会の視察研修が、9 月 21 日・22 日に一泊二日で行われ参加いたしました。参加者は
17 名、一日目視察場所の東京都調布市「ＪＡＸＡ調布航空宇宙センター」を視察、「ＪＡＸＡ」や「宇宙」のセ
ンター名の為ロケットや衛星の展示をイメージしていましたが、主に最先端の航空技術・宇宙開発の研究・開発

　９月 21 日と 22 日、東京都「ＪＡＸＡ調布航空宇宙センター」様、神奈川県「海上保安資料館 横浜館（工作
船資料館）」様への視察研修が行われました。詳細な研修記を、有限会社中央ホテル 小平和正様にお願いしました。

　事業所内及びその周辺で発生した救急事故等の傷病者
に対し、従業員等が積極的に適切な応急手当を行える職
場環境を整えることを目的とした、平成 29 年度「応急手
当のできる店・事業所」普通救命講習会を 10 月 16 日、
17 日に開催しました。千曲坂城消防本部の応急手当指導
員の指導のもと、両日とも大勢の会員の皆様が受講され
ました。
　受講者を代表いたしまして、特別養護老人ホームさか
き美里園 和田 康太郎様に講習会の感想をいただきまし
た。

普通救命講習を受講して
特別養護老人ホーム さかき美里園　和田　康太郎

平成 29年度千曲坂城危険物防火協会 視察研修に参加して
有限会社中央ホテル　小平　和正

心肺蘇生法を知っていますか？

「応急手当のできる店・事業所」普通救命講習会を開催

危険物防火管理協会視察研修

応
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を発展させる施設でした。展示室では安全な航空に関する実験・研究活動の展示の他、宇宙ステーションへの飛
行を疑似体験できる３Ｄモニターの「スペース・ミッション」体験と、日本の技術を集め開発した国産中型旅客
機 YS-11 の同型試験退役機の実物のコックピットの見学、どの様な気象条件などにも耐える機体をめざし主翼
と胴体の静強度試験・疲労試験や胴体与圧の繰り返し荷重試験などのさまざまなデータを集めた機内は操縦席の
狭さと計器の多さに研究者の苦労が見て感じる展示機で 50 年を経過した現在も安全に飛び続けています。その
後、横浜市内へ移動しホテルに到着。夕食は居酒屋「海風季」にてコース料理に舌鼓し、今回の研修でご縁を得
た方々と懇親を深めました。
　二日目は、横浜市赤レンガパークを徒歩見学し、隣接する「海上保安資料館　横浜館（工作船資料館）」を見
学しました。館内には平成 13 年 12 月 22 日に発生した「九州南西海域工作船事件」にかかる北朝鮮工作船と回
収物が展示。専属ガイドの解説による一連の流れは、不審船情報から巡視船が追跡し逃走を続け自動小銃やロケッ
ト弾での攻撃を受けた巡視船は正当防衛射撃を実施し、その後不審船は自爆し沈没。事件解明の為、水深 90 ｍ
海底より引き上げた長さ約 30 ｍの大きな工作船展示を中心に、銃弾跡の船首や改造したスクリューの説明、自
動小銃・ロケット弾の武器や北朝鮮バッチ・携帯電話・タバコ・小型ボートなどの数々の回収物には感慨深いも
のが感じ取れ、現在もミサイル発射を繰り返す現実の中で会員一同真剣に見学し解説に聞き入り、日本周辺海域
を命がけで守っていただいている海上保安庁の重要性を理解いたしました。その後、横須賀市に移動し「よこす
かポートマーケット」にて海鮮づくしの昼食後、日米の艦船が見られる人気の横須賀港一周のクルーズ「ＹＯＫ
ＯＳＵＫＡ軍艦めぐり（遊覧船）」を体験。珍しく入港している潜水艦・米海軍イージス艦・海上自衛隊の護衛
艦やヘリコプター空母など、軍艦初心者にも楽しく伝わる
ガイドや間近に見る多彩な艦船の迫力に写真撮影が忙し
い遊覧観光を楽しみました。
　この視察研修の二日間で、一緒に参加された会員の皆様
とも懇親が深まり、異業種の方々とさまざまな会話の中で
情報交換もでき有意義な交流の場ともなりました。また貴
重な視察場所での体験をさせていただき大変感謝してお
ります。有り難うございました。次回の視察研修は今回以
上の大勢の会員の皆様にご参加いただき、同じ地域の中で
の交流を深めていきたいと思います。
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　児童生徒の防火意識の高揚と火災予防思想の普及を図るため
行われる防火ポスター展に、各小学校の皆様から力作 243 点を
応募していただきました。厳正な審査の結果、金賞７点、銀賞
７点銅賞 14 点が選ばれ、最優秀賞として荒牧友彩さんの作品

（１頁参照）が、そして優秀賞として佐藤楓さんの作品が選ば
れました。金賞を受賞された皆様の作品は、千曲坂城消防本部
平成 30 年防火カレンダーに採用させていただきました。

◎金賞入賞者の方は次の方々です。
　おめでとうございました。
　五加小学校 ４年生 荒牧　友彩さん 最優秀賞
　上山田小学校 ５年生 佐藤　　楓さん 優秀賞
　上山田小学校 ４年生 栁澤　花菜さん 
　更級小学校 ５年生 北村　武峰さん 
　五加小学校 ４年生 大日野七煌さん 
　南条小学校 ５年生 竹内　隼菜さん 
　治田小学校 ４年生 由井　柚羽さん

第39回防火ポスター展入選作品決定！

重大な消防法令違反とは・・・
　建物の規模により屋内消火栓設備、スプリンク
ラー設備又は自動火災報知設備の設置義務がある
にもかかわらず、設置されていないあるいは、設
置されていても過半に渡って機能しないものが該
当になります。これらの防火対象物について、そ
の法令違反の内容を利用者等へ消防本部のホーム
ページで公表することにより、利用者等の防火安
全に対する認識を高めていただき火災被害の軽減
を図るとともに、防火対象物の関係者による防火
管理業務の適正化及び消防用設備等の適正な設置
促進に資することを目的としています。

公表の対象となるのは、不特定多数の方が出入りする建物等の重大な
消防法令違反に関する情報（建物名、住所、違反の内容等）です。

各消防本部の立入検査 各消防本部のホームページで公表

ホームページで公表

法令違反があった間合いには…
違
反
を
公
表
す
る
旨
を
関
係
者
に
通
知

スプリン
クラー
の未設置

屋内消火栓
の未設置

自動火災
報知器
の未設置

検査結果

既に実施されている消防本部がありますが、千曲坂城消防本部では
平成32年 4月 1日から実施していく予定です。

千曲坂城消防本部からのお知らせ
重大な消防法令違反の建物を公表する
違反対象物の公表制度について
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住宅用火災警報器
　総務省消防庁から発表された平成29年６月１日時点での住宅用火災警報器（住警器）の設置率は、
全国で 81.7％、長野県で 81.2％（22 位）に対し、千曲坂城消防本部菅内（千曲市・坂城町）の設
置率は 69.0％となっており、県内で最下位の状況です。住警器の設置は法律で義務化になってい
ます。地域によって、設置率が低いところがありますので、火災が多くなるこの時季にぜひ設置し
てください。また、設置されているお宅は、１年に２回くらい機器の表面の清掃と、住警器が正常
に作動するかの作動点検（ボタンを押すかひもを引く）を行ってください。なお、設置してから約
10 年が住警器の寿命の目安ですので、新しいものと交換することをお勧めします。

～あなたや家族を守るために～

取り付けてありますか？設置は義務になっています！

既に設置済みのお宅は
10年たったら『とりカエル』
住宅用火災警報器は、
10年を目安に取り換えましょう。

鳥

火災報知器

とり

カエル

※音が鳴れば正常です

ピーピーピーッ
火事です
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　2019年の干支は戌（いぬ）です。皆さん、十二支の守り本尊って知っていますか？ 
戌年生まれの守り本尊は“阿弥陀如来”です。阿弥陀如来は一切の衆生を救うために
四十八の誓いを立てた仏で、深い慈悲で極楽浄土に導いてくれます。初詣は2018年の
干支「戌」にゆかりのあるお寺や神社に行くのも良いかもしれませんね ^^

今年は“戌”年です。【編集後記】

　蔵のまちに、おもてなしの心あり。
　稲荷山温泉ホテル杏泉閣（稲荷山温泉株式会社）は、昭和 31 年
12 月に創業、109 番目となる千曲市稲荷山重要伝統的建造物群保
存地区に隣接しています。
　稲荷山はかつて善光寺街道の商都として栄えた蔵のまちです。
稲荷山温泉「湯ノ崎の湯」の歴史は平安時代末期までさかのぼり
ます。木曽義仲が兵を率い入信、善光寺に参拝する折、当地で白
狐が湯煙の中、湧泉で傷を癒しているのを発見。これを「湯ノ崎
の湯」と呼称し、以来村人が利用するようになりました。稲荷山
という地名は、白狐にあやかって稲荷神社を建立したところから始まっています。泉質は無色透明の硫黄泉で、
内湯と外湯、露天風呂にサウナがございます。
　当館は長野自動車道更埴 IC から 10 分、ホテルから車で松代には 20 分、上田には 40 分の立地で、玄関前に
は 80 台分の無料駐車場がございます。客室はシングル・ツインルームが 30 室、シンプルで品質よくまとめた
室内はつねに清潔を第一とし、快適におくつろぎいただけるよう心掛けております。和室は 10 室、ご家族やお
仲間でゆったりとしたひとときをお過ごしいただけます。大宴会場は 200 名様までご利用いただけます。レス
トランは和食と中華を中心としたお料理をご用意しています。
　お手軽な料金でご提供していますので、千曲・長野のビジネスや観光の拠点にぜひご利用くださいますようお
願いいたします。

　日軽エムシーアルミは昭和 15 年に前身の前田軽金属工業として創業し、平成 19 年にアルミニウムの総合メー
カー日本軽金属株式会社の合金事業部門と統合し発足致しました。
　アルミニウムは、軽量で、加工性、耐食性、熱伝導率、リサイクル性などに優れた素材です。 そのアルミニ
ウムに銅や金属ケイ素などの他の金属を添加することで、もともとの優れた特性に様々な機能が付与・強化され
たのがアルミニウム合金です。当社はそのような優れた特性を持つアルミニウム合金を、自動車産業・電気産業
向けに提供しています。
　現在は国内４工場 ( 栃木、長野 ( 戸倉工場 )、愛知、三重 ) および海外５拠点 ( アメリカ、タイ、中国、インド、
メキシコ ) を有し、「豊富な経験」と「卓越した操業技術力」によりアルミリサイクルをグローバルに展開する
ことを目指しています。
　戸倉工場は拠点の中では規模の小さな工場ではありますが、少量多品種のアルミニウム合金を生産しており、
お客様の細かなニーズにお応えしております。「安全が全てにおいて優先する」の方針の下、徹底した安全管理
を今後も取り組んでまいります。千曲坂城危険物防火管理協会ならびに関係機関のみなさまのより一層のご指導、
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

日軽エムシーアルミ株式会社

稲荷山温泉ホテル杏泉閣

事業所訪問です！

日軽エムシーアルミ株式会社
稲荷山温泉ホテル杏泉閣～今回は です～


